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今は三河のエジソンなんて呼ば

れているけど、特別な才能がある

なんて思ってないよ。中学校を卒

業してからは、ずっと町工場で働

いてきた。でも56歳のとき、仕事

中に事故にあって右手の指をすべ

て失ったんだ。

食事のときはスプーンを使うん

だけど、好物の刺身を食べても醤

油がべったりついておいしくないん

だ。もう一度箸でご飯を食べたく

て義手メーカーに行ったけど、指

が無いから無理だと全部断られた。

それで帰り道に、箸を使える道具

を自分で作るって決めたんだ。

アイデアはあった。箸は持てない

けど、手に補助具を付ければ残っ

た親指の付け根でレバーを押して

箸を開いたり閉じたりできる。左

手も足も使って一年以上かけてア

イデアを形にした。でもなぜか箸の

先端が数ミリ開いてしまう。なぜ

だろうと考えて右手をしげしげと見

ていたら、指は上下じゃなくて内

側に曲がると気付いたんだ。すぐ

にレバーを調整したらできた！ 針

も掴めるようになったんだ。

それからは私と同じような悩み

を持つ人の助けになるような道具

を作ってきた。仕組みは自分で考

えるんだ。リューマチで指がうまく

動かない人から、家の仕事を手伝

うのに輪ゴムを一つずつ取れるよう

な道具が欲しいと頼まれたときは、

ティッシュのように取り出せないか

と考えた。割り箸を立てて輪ゴム

を組んでも最初はうまくいかない。

でもとにかく手を動かす。いろいろ

試すうちにヒントがつかめるものだ

から。

あの手この手を使っても、どう

してもできないときもある。そのと

きは奥の手を使うんだ。それは諦

めないということ。頭は使って知恵

は振り絞るもの。汗をかいて結果

が出るまでやればいいんだ。

やろうと思ったってよく言うけ

ど、思っただけじゃ駄目で、とにか

くやるんだ。途中でやる気がなくな

らないかって？ そんなことはない

よ、今日一日を頑張るだけだもの。

焦ってもしょうがないからね。でき

ないときはなぜできないんだろうっ

て考える。私にはそのときが一番

楽しいんだ。

片手でも干せる洗濯ばさみは8バ

ージョン目で、最初のものからは部

品も少なく小さく軽くなって、使

いやすくて壊れにくくなってる。で

もまだまだ完成形じゃない。改善

できるところはまだある。当たり前

といったら当たり前のようなローテ

クで、仕組みを聞いたらなるほどっ

て言えるものを作らないとね。こう

いうのは頭がいいとかじゃなくて、

頭を使うだけなんだよ。

要望は何でも受けて、絶対にでき

ないとは言わないよ。今までできな

かったことができるのが、どんなに

嬉しいか、指を失くして初めて自

分でもわかったからね。私が発明

した道具で何十年ぶりに箸を使え

たと喜んでくださる方の姿を見る

と私も嬉しいんだ。今、たとえ手術

で指を直せるとしても要らないと思

っている。私の傷の手は宝なんだ。
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